
 
 
 

Ⅰ 債権額計算方法（概念図） 

年金を受給する権利を失った（死亡した）際の債権額は、死亡した日が属

する月分を含む定期支払（死亡日の直後の定期支払）における正当な月分（死

亡した月分）までの支払額を算出し、この額から当該定期月以降に、実際に

支払われた支払済額を差し引きして過払い額（マイナス額）を算出する。 
  
〔死亡した日の直後における定期支払期での支払額の算出〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔当該定期支払期以降に実際に支払われた額の合算額〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８月分 ９月分 10月分 11月分 

10／15 
支払 

正当額計算 ① 

9 月 10 日死亡 
（9月までが支払分） 

① － ② ＝ 債権発生額を算出 

〔別紙〕 

８月分 ９月分 10月分 11月分 

８月・９月の 
2 ヶ月分 

既支払額 ② 

※８月死亡であれば 8 月の 1 ヶ月が支

払分となる。 

７月分 ６月分 

７月分 ６月分 

８／15 
支払 

死亡日前の定期支払期 
   （対象外） 

死亡日後の定期支払期 
（合算の対象） 

１０月定期支払 

１０月定期支払 ８月定期支払 



Ⅱ 債権額計算方法（事例） 
死亡月までの年金の支払が完了しており、本来では、未支給も過払いも発

生しない場合の例 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
 
 
 
 

正当支払額   －    既支払額（支払記録） ＝ 債権発生額 
《年金額×ｎ／12－介護額－税額》   
 

     ９９，５００円  －    １００，０００円   ＝ ▲５００円 
  A    Ｂ    Ｃ        E    F    G 
(120,000－10,000－10,500) － (120,000－10,000－10,000)  

税額￥10,500 

 
差引支払額 
 ￥99,500 

介護保険料 
  ￥10,000 

死亡月の翌月以降の既支払額 

税額￥10,000 

 
差引支払額 
 ￥100,000 

介護保険料 
  ￥10,000 

税額￥10,000 

 
差引支払額 
 ￥100,000 

介護保険料 
  ￥10,000 

死亡月の直後定期支払日
における正当支払額算出 

死亡月の直後定期支払日に
おける正当支払額算出 

誤 

正 

A 

Ｃ 

Ｄ 

Ｂ 

 

E 

 

F 

G 

 

▲500 円 

支払記録の足
し上げにより
既支払額を正
しく算出 

年金額を基に正
当支払額（介護
額・税額含む）を
正しく算出 

介護保険料を控除した額（Ｄ）を基に税

額を算出すべきところをプログラム誤
りにより介護保険料を含めた額（Ａ）を

基に誤った税額を算出 

（誤ったプログラムで算出された額） 

（本来額） 

 

0 円 〃 


